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展
示
中
の
土
偶
・岩
偶 

 

 
 

主
に
縄
文
時
代
に
作
ら
れ
た
、

人
の
形
を
模
し
た
土
製
品
を
土
偶
、

石
製
品
を
岩
偶
と
呼
び
ま
す
。
人

類
学
博
物
館
で
は
、
日
本
各
地
か

ら
出
土
し
た
土
偶
・
岩
偶
を
収
蔵

し
て
い
ま
す
。 

当
館
の
考
古
資
料
（
特
に
縄
文

時
代
資
料
）
の
多
く
は
、
一
九
四

六
年
に
千
葉
県
市
川
市
に
設
立

さ
れ
た
日
本
考
古
学
研
究
所
（
後

に
考
古
学
研
究
所
に
改
名
）
か
ら

一
九
五
八
年
に
移
管
さ
れ
た
も
の

で
、
研
究
所
が
発
掘
・調
査
を
行
っ

た
関
東
周
辺
の
資
料
や
、
当
時
研

究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
九
州
、
中
国

地
方
、
東
北
な
ど
の
資
料
が
中
心

と
な
り
ま
す
。 

 

所
蔵
す
る
土
偶
の
中
で
特
に
有

名
な
の
が
、
茨
城
県
北
相
馬
郡
の

花
輪
台
貝
塚
で
出
土
し
た
、
花
輪

台
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
も
呼
ば
れ
る

土
偶
で
す
（
写
真
一
）
。
一
九
四
六
、

一
九
四
八
年
に
日
本
考
古
学
研

究
所
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
縄
文

早
期
の
遺
物
と
竪
穴
住
居
跡
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
花
輪
台
貝
塚

は
当
時
、
日
本
最
古
の
貝
塚
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
土
偶
も

日
本
最
古
の
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
調
査
成
果
は
『
日
本

考
古
学
』
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
、

「
花
輪
台
式
土
器
」
の
標
式
遺
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
更
に

古
い
土
偶
が
三
重
県
や
滋
賀
県
で

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
日
本
最

古
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
最

古
級
の
土
偶
と
し
て
教
科
書
や
書

籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
立

っ
た
欠
損
の
な
い
小
さ
な
土
偶
で
、

現
在
は
資
料
保
護
の
た
め
レ
プ
リ

カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 
 

写
真
二
の
土
偶
は
「
北
相
馬
郡

立
木
」と
注
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、

茨
城
県
北
相
馬
郡
の
立
木
貝
塚

で
出
土
し
た
土
偶
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
研
究
者
か
ら
の

指
摘
が
あ
り
、
千
葉
県
銚
子
市
の

余
山
貝
塚
で
出
土
し
た
と
い
う
記

録
（
大
野 

一
九
〇
七
）
が
残
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
余
山
貝

塚
出
土
と
し
て
い
ま
す
。
後
頭
部

に
穴
の
あ
い
た
山
形
の
形
の
頭
部

を
持
ち
、
乳
房
の
表
現
の
あ
る
土

偶
で
す
。 

 
 

          

 

・展示中の土偶・岩偶 

・人類学博物館の 

火踊り仮面コレクション 

写真一 茨城県花輪台貝塚出土土偶 

（高さ 4.9cm、最大幅 3.2cm、最大厚み 1.4cm） 

 

写真二 千葉県余山貝塚出土土偶 

（残存部の高さ 8.9cm、最大幅 8.1cm、最大厚み 4.2cm） 



【参
考
文
献
】 

 

植
木
雅
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二
〇
一
六
「土
偶
に
描
か
れ
た

線
刻
画
―
愛
知
県
西
尾
市
清
水
遺
跡
の
事
例
か

ら
―
」『
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
紀
要
』
三

四
：三
四-

四
四 

 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
。 

 

大
塚
初
重
・戸
沢
充
則
編 

一
九
九
六
『最
新

日
本
考
古
学
用
語
辞
典
』
：
七
〇
、
二
四
一 

 

柏
書
房
株
式
会
社
。 

 

大
野
雲
外 

一
九
〇
七
「下
総
国
海
上
郡
余

山
貝
塚
発
見
土
偶
」
『東
京
人
類
學
會
雜
誌
』
：

二
三
（
二
五
九
）  

東
京
人
類
學
會
。 

 

吉
岡
卓
真 

二
〇
一
五
「余
山
貝
塚
出
土
土

偶
群
の
構
成
」
『共
同
研
究
成
果
報
告
書
九(

高

島
多
米
治
と
下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

余

山
貝
塚
編)

』
：
七
九-

八
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
歴
史
博
物
館
。 

 

吉
田
泰
幸 

二
〇
〇
一
「花
輪
台
貝
塚
土
偶

を
み
る
」
『南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
紀
要
』二

八
：二
九-

四
一 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
。 

土
偶
は
、
女
性
を
模
し
て
い
る

も
の
、
破
損
し
た
状
態
の
も
の

が
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
の
た
め
、
安
産
祈
願
の
呪
具

や
、
身
代
わ
り
と
し
て
意
図
的

に
打
ち
壊
す
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
食
糧
確

保
の
成
功
へ
の
祈
願
の
た
め
に

作
ら
れ
た
、
堆
積
し
た
土
の
重

み
で
破
損
し
た
と
い
う
説
も
あ

り
、
何
の
た
め
に
作
ら
れ
、
使
わ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
研
究
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。 

 

愛
知
県
西
尾
市
の
清
水
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
土
偶
は
、
腰
部

の
前
面
と
背
面
に
線
刻
画
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
（
写
真
三
）
。

遺
構
か
ら
の
出
土
で
は
な
い
た

め
、
正
確
な
時
期
は
不
明
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
前

期
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
及
さ

れ
て
い
ま
す
（
植
木 

二
〇
一

六
：
三
五
）
。
み
な
さ
ん
に
は
何

が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
か
？ 

 

 

     

           

岩
偶
は
縄
文
時
代
の
前
期
と
晩

期
に
発
達
し
ま
し
た
。
晩
期
の

岩
偶
は
東
北
北
部
に
分
布
し
、

基
本
的
に
軟
質
の
石
材
で
製
作

し
た
も
の
で
、
遮
光
器
土
偶
と

多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
岩
偶
は
青
森
県
三
戸

郡
南
部
町
小
向
で
表
採
さ
れ
、

日
本
考
古
学
研
究
所
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
（
写
真
四
）。
残
っ
て
い

る
の
は
上
半
身
で
、
左
腕
部
分

が
破
損
し
て
い
ま
す
。
岩
偶
も

土
偶
と
同
じ
目
的
で
作
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

土
偶
や
岩
偶
は
、
展
示
室
内

の
引
き
出
し
の
中
で
展
示
し
て

い
ま
す
（
写
真
五
）
。
今
回
紹
介

し
て
い
な
い
土
偶
も
含
め
、
全

て
手
に
取
っ
て
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
職
員
が
引
き
出

し
の
ア
ク
リ
ル
板
を
外
す
の
で
、

博
物
館
事
務
室
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。  

 

 
（人
類
学
博
物
館 

元
学
芸
員 

秦 

優
莉
香
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写真三 愛知県清水遺跡出土土偶 

（高さ 8.4cm、最大幅 5.2cm、最大厚み 2.5cm） 

 

 

写真四 青森県三戸郡小向表採岩偶 

（残存部の高さ 18.8cm、最大幅 24.8cm、最大厚み 4.9cm）

 

写真五 引き出し展示の様子 



                            

                            

                            

                            



                            

                         
 



    


